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ま ち の 話 題

　
　

１
・
２ =

道
路
を
歩
き
な
が
ら
、
ゴ
ミ
を
拾
う
参
加
者
の
様
子
。

多
く
の
人
の
ご
協
力
で
、
道
路
が
き
れ
い
に
な
っ
た
。

荒尾をより美しいまちにしよう！

～主要道路の清掃作業～

日頃の学習の成果を披露しました
～第27回ふれあいエポック・荒尾まつり～

　
　
　

１=

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
手
作
り
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
た
。　

２=

華

や
か
な
舞
台
。
民
謡
や
日
舞
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
多
く
の
人
が
楽
し
ん
だ
。

▲

　
　

神
妙
な
面
持
ち
で
大
き
な
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
参
加
者
の
様
子
。

夏に向けて健やかに　風物詩の神事

～四山神社　茅の輪くぐり～

　

６
月
２
日

（
水
）
、
市
内
の
主
要
道
路
の

清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
の

「
環
境
美
化
の
月
」
の
行
事
と
し

て
行
わ
れ
、
地
域
住
民
や
団
体
、
市
内
事

業
所
な
ど
約
600
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
荒
天
で
中
止
に
な
る
こ
と
が
多

く
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
日
頃
通
る
道
路
の
路
側
を
、

安
全
に
気
遣
い
な
が
ら
歩
き
、
投
棄
さ
れ

た
ゴ
ミ
を
丁
寧
に
拾
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
燃
え
る
ゴ
ミ
230
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
160
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
回
収
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
13
日

（
日
）
、
14
日

（
日
）
働
く

女
性
の
家

（
エ
ポ
ッ
ク
・
荒
尾
）
で
、
「
ふ

れ
あ
い
エ
ポ
ッ
ク
・
荒
尾
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
生
に
よ
る
演
技
発
表
や
作
品
展
示

が
行
わ
れ
、
日
々
の
成
果
を
披
露
し
観
客

を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
茶
会
や

料
理
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
多
く
の
来
館
者
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

14
日
に
は

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
で

有
名
に
な
っ
た
ラ
イ
ヤ

（
ハ
ー
プ
の
古
典
楽

器
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
癒
し
の
音

楽
に
観
客
も
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

６
月
13
日

（
日
）
四
山
神
社
で
、
夏

に
向
か
い
疫
病
を
防
ぎ
、
無
病
息
災
を

祈
る
神
事

「
願
立
祭
」
と
、
今
年
半
年

間
の
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
る
神
事

「
茅

の
輪
く
ぐ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
唱
え
言
葉
と
と

も
に
境
内
に
飾
ら
れ
た
茅
の
輪
を
決
め

ら
れ
た
順
番
で
く
ぐ
っ
た
あ
と
、
社
殿
で

お
祓
い
を
う
け
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
り

に
は
お
守
り
と
し
て
、
小
さ
な
茅
の
輪

を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

▲

▲

12

1

2



�
広 報 あ ら お   2010.7.1

今回の 「まちの話題」は、28 ページ （裏

表紙） にもカラーで掲載しています

『助丸流』の地域づくりで

大きな花を咲かせます！
～助丸区花菖蒲愛好会会長　古嶋忠典さん～

ひ
と
の　

ち
か
ら

世界でもっとも「憩える遺産」を目指して！
～ 2030 荒尾有明優都戦略

文化・スポーツ交流拡大プロジェクト部会　万田坑芝生植え～

ま
ち
の　

ち
か
ら

　

６
月
５
日

（
土
）
、
助
丸
区
の
花
菖
蒲

園
で

「
第
２
回
助
丸
区
花
菖
蒲
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
３
千
株

・

25
種
類
の
色
と
り
ど
り
の
花
菖
蒲
が
咲

き
誇
り
ま
し
た
。

　

こ
の
花
菖
蒲
は
、地
域
住
民
に
よ
る
「助

丸
区
花
菖
蒲
愛
好
会
」
の
皆
さ
ん
が
、

３
年
が
か
り
で
育
て
ま
し
た
。
愛
好
会
会

長
の
古
嶋
忠
典
さ
ん

（
左
写
真
）
は
、

会
の
発
足
に
つ
い
て

「
休
耕
田
対
策
と
、

高
齢
者
の
外
出
と
交
流
を
促
す
の
が
目

的
」
と
語
り
ま
し
た
。
約
２
年
前
、
花

菖
蒲
の
株
分
け
先
を
探
し
て
い
た
地
域
の

人
か
ら
株
の
提
供
を
受
け
、
休
耕
田
対

策
に
活
か
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
世
話
を
す
る
愛
好
会
の
会
員
を
募
り
、

現
在
で
は
36
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
会

員
の
平
均
年
齢
は
70
歳
、
最
高
齢
は
83

歳
。
会
員
自
ら
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
チ

ラ
シ
や
ス
タ
ッ
フ
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
手

作
り
し
、
活
動
の
ア
ピ
ー
ル
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
花
菖
蒲
の
育
て
方
も
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集
。
肥
料
を
独
自

に
配
合
し
た
り
株
分
け
を
３
月
に
行
う
な

ど
、
『助
丸
流
』
の

「や
り
や
す
い
方
法
」

を
工
夫
し
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
大
事
な
の
は
無
理
し
な
い
こ
と
。
言
葉

を
交
わ
し
な
が
ら
楽
し
く
や
る
こ
と
。
つ

な
が
り
が
大
事
」
と
い
う
古
嶋
さ
ん
の
言

葉
の
中
に
、
『
助
丸
流
』
の
本
質
が
見
え

ま
す
。
地
域
の
問
題
解
決
に
無
理
な
く

楽
し
く
取
り
組
む
様
子
に
、
現
在
で
は

祭
り
の
時
な
ど
に
、
近
く
の
店
舗
や
有

志
も
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
内
外
の
人
が
多
く
集
い
ま
す
。

　

「
難
し
か
ば
っ
て
ん
、
も
う
少
し
菖
蒲

園
を
広
げ
た
か
ね
」
と
、
夢
を
語
る
古

嶋
さ
ん
。
会
員
の
生
き
が
い
と
地
域
の
つ

な
が
り
、
花
を
観
に
訪
れ
る
多
く
の
人
々

の
笑
顔
を
ま
と
め
あ
げ
、
地
域
の
宝

・

花
菖
蒲
を
、
い
っ
そ
う
大
き
く
咲
か
せ
て

い
き
ま
す
。

　

６
月
13
日

（
日
）
、
万
田
坑
で
芝
生
の

植
え
付
け
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
２
０
３
０
荒
尾
有
明
優
都
戦
略

文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
部
会
の
事
業
の
一
環
で
、
世
界
遺
産

本
登
録
を
目
指
す
万
田
坑
を

「
市
民
の

宝
」
と
し
て
、
誰
も
が
憩
え
る
癒
し
の

場
に
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
お
よ
そ
100
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
参
加
し
、
約
３
万
７
千
個

の
芝
生
の
苗
を
、
万
田
坑
前
の
広
場
に

手
際
よ
く
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

万
田
坑
の

「
つ
ぎ
の
夢
」
へ
の
歩
み
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
と
協
力
で

着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲　地区外の人から 「助丸の人は顔つきが違う！」 と元気な様子に
感心してもらったことが一番嬉しかったと、 いきいきと話す古嶋さん。

▲「花を間近で見てふれ合えるように」
と、 花菖蒲園に水が張られていない
のが特徴。 今年は近隣以外にも、 北
九州や長崎など、 遠方から見学に訪
れる人も多かった。 来年の花菖蒲祭
りも、 6 月の第一土曜に開催予定。

▲　早朝まで降っていた雨で、 作業がしやすい土壌の状態。 大人から子どもまで、
てきぱきと手早く作業が進められた。

　　事前に掘られた穴に苗を入れ、 苗の周りを固める。 この芝生が根を張り、 万田
坑に訪れる人が癒される場所になることを想像すると、 植える手にも力がこもる。

▲

　 2030 
あらお有明

優都戦略 事業


